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21．TIP案内管活用の検討経緯

 2号機RPV底部に設置された健全な監視温度計の数が少なくなりつつあったこ
とから、今年2月、原子力安全・保安院（当時）から、原子炉内温度監視の代替
手段（RPV代替温度計）の検討及び実施の指示を受けた。

 その後、実現可能性の検討を進め、SLC配管への温度計挿入と並行して、第二
候補（バックアップ）としてTIP案内管からの温度計設置を検討。

 SLC配管へは今年10月にRPV代替温度計を設置完了。
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TIP案内管の健全性を確認するため、「新規隔離弁
ユニット」（後述）の設置作業を実施する。

TIP案内管の
RPV貫通部位置
約O.P15000
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32．新規隔離弁ユニット設置作業の目的

 TIP案内管の健全性確認のためのカメラ挿入作業やTIP案内管への温
度計挿入作業を実施するためには、TIPボール弁を開ける必要がある。

 TIPボール弁を開ける場合、RPV側との隔離が無い状態となる。このた
め、作業安全上、炉水やRPVガスの逆流、これらによる線量率の上昇

が懸念される。
 カメラや温度計の挿入作業を安全に実施できるように、隔離弁やフラッ

シングライン、ドレンラインを設けた新規隔離弁ユニットを取り付けて、
TIPボール弁を開けた際の炉水逆流の有無等を確認する（TIP案内管
4系統全て）。

TIPボール弁

爆発弁

バルブアセンブリ

バルブアセンブリの
設置状態（写真）

案内管
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43-1．新規隔離弁ユニット設置作業の概要①
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取り外し範囲

原子炉圧力容器側

爆発弁TIPボール弁 既設バルブ
アセンブリ

の取り外し位置

①バルブアセンブリの
TIPボール弁が閉

まっていることを確
認する。

②TIP案内管を取り外

した後、バルブアセ
ンブリから爆発弁を
フランジ部で切り離し
て取り外す。

③RPV側と隔離するた
め、TIPボール弁フラ

ンジに閉止フランジ
を取り付ける。

TIP案内管
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53-2．新規隔離弁ユニット設置作業の概要②

新規隔離弁ユニット設置後の状態概要図

南東三角
コーナーへ

フラッシングホース

グレーチング

電磁弁
（ドレンライン）

圧力計

新規隔離弁（3箇所）
※圧力計分岐前に一つ

新規隔離弁ユニット

ドレンホースケーブル

N2ガス用ホース
（漏えい試験用）

TIPボール弁

※TIPボール弁及
び電磁弁は弁操作
箱により遠隔で開
閉できるようにする

電磁弁
（フラッシングライン）

弁操作箱※

（遠隔操作用）

↑ フラッシングポンプ
（タービン建屋１階）

PCV壁

A部上面図

A部

ガイドパイプ

 爆発弁を取り外したフランジ部に新規隔離弁ユニット※を設置する。
 新規隔離弁ユニット設置後、N2ガスによる漏えい試験を行う。
 TIPボール弁を遠隔操作により動作させて（閉→開）、以下を確認する。

①炉水逆流の有無 ②案内管内圧 ③線量率の変化の有無
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64．工程

12月

①TIP室内の除染・機材準備

②案内管、爆発弁取り外し

③干渉物撤去、

新規隔離弁ユニット取付

④フラッシングライン・ドレンラ
インの設置・漏えい試験

⑤TIPボール弁「開」操作

23222019181716 2115
新規隔離弁ユニット
設置作業の工程

上

1月
上中下中

2月
30 3127 28 29212019 24232218 25 2614 15 16 1712 13 下11109865432 71

12月

装置の詳細設計・製作（隔離装置、内視鏡等）※一部モックアップ試験を含む

モックアップ試験・習熟訓練

現地作業
（案内管内部確認／温度計挿入）

①

③

④

⑤

全体工程

新規隔離弁ユニット設置作業

②
※原子力規制庁立ち会い※

※

※
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75．確認結果と今後の予定

TIP案内管の健全性（閉塞、破断等の有無）を確認

した上で、温度計の挿入を含めた炉内状態把握を目
的としたTIP案内管の活用方法について検討する。

 ドレン水は出なかった。
 案内管の内圧は、4～5kPaで、

PCV（D/W）圧力と同程度。

 線量率の変化無し

TIPボール弁開操作後の確認結果

今後の予定

懸念されていた炉水や
RPVガスの逆流、これ
らによる線量率の上昇
が無いことを確認した。
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8【参考】TIP案内管の位置
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RPV シュラウド
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シュラウド

TIP案内管RPV
貫通部位置

RPV代替温度計
設置位置

SLC配管

TIP案内管

A

B
C D

RPV代替温度計
設置位置

O.P約15000

TIP案内管位置
（記号は系統を示す）

O.P16431
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9【参考】シール・送りユニットの概念図

ガイドパイプ

シール・送りユニット

送り装置TIP
ボール弁

既設バルブアセンブリ

爆発弁TIP
ボール弁

圧力計

新規隔離弁

本設装置

TIP室内

新規隔離弁ユニット

送り装置は、カメラ（熱電対内蔵の内視鏡やファイバー
スコープ）を挿入するために使用する。
RPV側との隔離のため、N2ガスを封入し、送り装置内

を加圧した状態とする。

ド
レ
ン
ラ
イ
ン

N2ガス
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10【参考】これまでのTIPに関する検討状況

更にTIP索引装置の現在位置を把握する

ため、以下の調査を実施
① 2号機中央制御室～現場索引装置選択位置回

路の電気的特性調査（上記調査b.の結果）

② 事故後のアラームタイパー打ち出し確認
③ TIPの動作ロジック調査

2号機のTIP索引装置は、全て
チャンネル「Ch.1」位置にある
と判断。

TIP案内管炉内位置

A1【凡例】

系統記号 Ch番号

2号機中央制御室で確認可能である①爆発弁開閉状態及び②TIP索引装置チャン
ネル位置（RPV内の配置）に関して、調査を実施（平成24年6月20日） 。

a. 爆発弁動作（開閉）状態
爆発弁に関しては、4台ともに非動作（開）であった。

b. TIP索引装置の現在位置
 COM（共通CH）～選択CHのみが導通する回路で、

COM～全てのCH間に数100Ω程度の抵抗があった
 全てのCH～アース抵抗が数100Ω程度であり、電気

回路に絶縁低下がみられた

：Ch.1


